
世帯と人口 ― 令和６年３月１日現在 ―
世帯 37,256 世帯（前月比 40世帯増）　　人口 79,478 人（前月比 3人増）　　男 39,581 人　　女 39,897 人

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは、市長公室にお問い合わせください。

再生紙を使用
しています

３面につづく

〇問合せ　秋川キララホール（☎５５９-７５００）

〇担当課 生涯学習推進課生涯学習係

　3面では、秋川キララホール情報を掲載しています。

秋川キララホールでは、これまでに、０歳児から楽しめるクラシックコンサート、昭和の歌謡曲を味わえるコンサート、寄

席や講談など老若男女が様々な文化に触れることができる場が生まれてきました。また、小・中学校等の合唱祭、音楽サーク

ルや教室、幼稚園などの発表会の会場としても利用され、市民自らが表現者になれる場所でもあります。さらに、音の響きの

良さから、アーティストのレコーディングなどにも利用されています。

　秋川キララホールでは、平成
元年4月1日の開館以来、多種
多様な公演を行ってきました。
　市では、市民の皆さんが心豊
かな日常を送り、いきいきと暮ら
すため、様 な々音楽事業を推進
しています。

これまでに開催された事業等

　秋川キララホールは、クラシックコンサートに最

適の残響効果が得られるよう設計されています。

　ホール内は、ナチュラルでシックな色合いを基調

に、花崗岩が使用された内壁、天然木の床が爽やか

さと気品を、椅子は温もりと安らぎを感じさせる造

りとなっています。

　名称は、公募により命名されました。キララという

音の響きの華やかさと、花崗岩に含まれる「雲母」

の輝きをイメージしています。この名称には「小さ

いながらもキラリと光り輝くホールでありたい」とい

う願いが込められています。

1990年度の建築業協会賞

（ＢＣＳ賞）を受賞し、建

築物としても高い評価を得

ています。
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●令和６年度教育方針…２・３面

●るのバスをＥＶ（でんきバス）化します　試乗会の実

施…３面

●「広報あきる野」東京都広報コンクール１枚写真部門

で入選…８面



可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの実現

令和６年度 教育方針 　令和６年第１回あきる野市議会定例会３月定例会議において
丹治充教育長が発表した教育方針の内容をお知らせします（原
文掲載）

3面につづく

いじめの防止、不登校対策の充実、特別支援教育の推進

　令和６年度あきる野市施政方針を踏まえ、
本市における教育行政を推進していくための
方向性を示す「あきる野市教育基本計画（第
３次計画）」に基づいた基本的な方針及び主要
な施策の一端を申し述べさせていただきます。
　令和６年１月１日に発生しました能登半島
地震は、想像を超える大きな被害を残し、そ

こで暮らす人々の生活を一変させる大変痛ま
しい災害となりました。避けることのできな
い自然災害を目の当たりにし、防災教育の強
化や教育施設の有効活用など、大切な命を守
るために できることは何かを今一度考える必
要があると痛感した次第であります。改めま
して、被害に遭われた方々に、謹んでお見舞
い申し上げますとともに、一日も早い復興を
心よりお祈り申し上げます。
　さて、学校教育におきまして、新型コロナ
ウイルス感染症の位置付けが５類感染症に移
行された令和５年度は、引き続き感染対策に
十分な配慮を必要としながらも、コロナ禍以
前と同様の教育活動を実施することが可能と
なりました。多くの児童・生徒が数年ぶりに
対面で開催されました行事に、嬉々として参
加する姿を見る機会が増え、活気が戻ってき
たことを実感しております。
　新型コロナウイルス感染症は、この数年間

で我々の予想を遙かに上回るスピードで現代
社会を変容させました。子どもたちには、こ
うした急激な社会の変化にも順応し、人生を
自ら切り拓いていく力を身に付けさせること
が重要であります。そのためにも、各方面の
方々からのご助言やご協力をいただきながら、
子どもたちの学びを確実に継続してまいりま
す。
　一方、子どもたちには、安全な教育環境を
提供していく必要があります。学校施設の整
備をはじめ、保護者や地域の方々のご協力を
得ながら、登下校時における児童・生徒の安
全確保に努めてまいります。
　また、日の出町との広域連携事業でありま
す新学校給食センターの共同整備につきまし
ては、令和６年度中に設計の完了を目指して
おり、現在、専門部会を設置し、協議・検討
を進めております。引き続き、効率的かつ効
果的な施設の整備に向けて取り組んでまいり
ます。

　市では、全ての子どもたちの可能性を引き
出す個別最適な学びと協働的な学びを実現す
るために、児童・生徒一人一台のタブレット
と校内ＬＡＮ整備を行い、ＧＩＧＡスクール構
想を推進してまいりましたが、現在は、タブ
レットを使った教育の効果を更に高めること
が求められる「アフターＧＩＧＡ」の段階を
迎えております。
　アフターＧＩＧＡの教育現場では、従来の
教科書やホワイトボードに加え、動画や写真、
音声などを組み合わせた授業がより多く展開
されると同時に、子どもたち自らが、タブレッ
トをはじめとした様々なツールをより有効に
活用した学習やオンラインによる授業の可能
性など、これまで以上に学びが多様化してま

いります。これらのことを踏まえ、ＩＣＴ機器
を適切かつ効果的に生かした学習に取り組ん
でまいります。
　また、子どもたちが持つ興味や関心、ある
いは、得意・不得意なことなど、学びや成長
するスピードは、それぞれに違いがあります。
しかし、これからの社会は、多様性を認め合
う時代でもありますので、「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の一体的な充実を図りな
がら、「そろえる教育」から「伸ばす教育」へ
の転換期と捉え、子どもたち一人一人の多様
な幸せ「well-being」の実現を目指してまい
ります。
　このような教育の転換期には、指導に当た
る教員の意識の醸成が重要となってまいりま

す。
　教育委員会と各学校が目指すべきビジョン
を共有し、コンセンサスを十分に得ながら目
指す方向性をより具現化していく中で、職層
や経験年数に応じた意図的・計画的な研修を
実施して、資質や能力の向上を図ってまいり
ます。
　さらに、生き生きとした教育活動を展開す
るためには、働きやすい職場環境の整備が必
要であります。たとえば、ＩＣＴ機器の活用に
より、これまで対面だけで実施してきた三者
面談や保護者会、職員会議等を状況に応じて
オンラインで行うなど、各学校が新たな取組
を模索し、効率的で有効な働き方改革を推進
していけるよう支援してまいります。

　次に、いじめ対策でありますが、いじめは
子どもだけではなく、大人にも見られる社会
問題であります。無意識の言動や情報モラル
の意識に欠けたＳＮＳなどにより、人を深く
傷つけてしまうケースも多く存在します。子
どものいじめ防止を推進していくためには、
改めてそれを大人が認識しなければなりませ
ん。その上で、子どもたちには、授業や学級
活動をはじめとした様々な場面で、「いじめを
許さない気運」と同時に、自身の行為が「い
じめかもしれないことに気づかせる意識」を
高めながら、思いやりの気持ちや他者の心の
痛みが理解できる人間性を育む教育を目指し
てまいります。
　一方、不登校対策につきましては、不登校
や不登校傾向にある児童・生徒の数が全国的
な傾向と同様に、本市においても年々増加傾
向にあることから、「誰一人取り残さない学び
を保障する不登校対策」を充実させていく必
要があります。令和４年度に教育支援機能を
再編し、設置しました教育支援センターの「せ
せらぎ教室」や「教育相談所」「スクールソー

シャルワーカー事業」が、それぞれの機能を
より強固なものとし、連携を図りながら児童・
生徒や保護者への効果的な支援と相談体制の
充実を図ってまいります。
　また、学校や「せせらぎ教室」に通えない
児童・生徒の居場所機能として市役所別館に
設置しました「カラフルルーム」につきまし
ては、五日市出張所の教育相談所内にも増設
し、ニーズに応えるとともに、通室、通学の
できない児童・生徒の多様な学びを推進する
ために、オンライン上の仮想空間を活用した

「バーチャル・ラーニング・プラットフォーム」
を構築し、支援が必要な児童・生徒の居場所
や学びの場を拡充していく予定であります。
　さらに、各学校におきましては、クラスに
入りづらい児童・生徒が落ち着いた空間の中
で、自分に合ったペースで学習や生活の支援
を受けられる体制を強化するために、全ての
学校内に「カラフルルーム」を設置することや、
中学校には、東京都の事業で不登校生徒を対
象とした「東京型不登校特例校（校内分教室）」
を段階的に導入し、学校における居場所機能

も拡充させ、「誰一人取り残さない学びの保障
に向けた不登校対策」を講じてまいります。
　学校教育では、全ての子どもたちの個性を
大切にし、それぞれの特性に応じた指導や支
援を行う特別支援教育を推進しております。
しかし、それに加え、障害の有無や個々の違
いを認め合いながら、誰もが生き生きと活躍
できる仕組みである「インクルーシブ教育シ
ステム」の構築は今後の課題であります。こ
のことから、令和６年度から令和８年度まで
を計画期間とする「あきる野市特別支援教育
推進計画（第４次計画）」の策定におきまして
も、 「インクルーシブ教育システムを踏まえた
特別支援教育の推進」として、全ての児童・
生徒が可能な限り同じ場所で共に学ぶことが
できる環境を目指し、これを基本的な方向性
として掲げております。このことを踏まえ、
障がいのある児童・生徒が、その能力や可能
性を最大限に伸ばし、自立して社会参加する
ことができるための仕組みづくりに取り組ん
でまいります。

  

「地域とともにある学校づくり」の推進
　現在、国では、学校が地域の方々と目標や
ビジョンを共有し、地域と一体となって子ど
もたちを育む「地域とともにある学校づくり」
を推進しております。このような中、本市では、
コミュニティ・スクール導入に向けた関連規
則の制定や予算措置を行い、令和６年１月に、
全ての小・中学校に「学校運営協議会」を設

置したところであります。これにより、全校
がコミュニティ・スクールとなりましたので、
今後は、それぞれの学校が積極的に地域の声
を学校運営に生かし、特色ある学校づくりを
進めてまいります。
　また、地域学校協働活動を推進するための
学校支援地域本部につきましては、すでに整

備されている小学校に加え、令和８年度まで
に中学校にも整備し、コミュニティ・スクー
ルと地域学校協働活動を一体的に充実させな
がら「地域とともにある学校づくり」の中で、
あきる野の香りがする「あきる野っ子」の育
成を推進してまいります。

生涯学習の振興と充実

市民解説員発表会

市内小学校の授業風景

　次に、生涯学習の振興と充実であります。
人生１００年時代と言われる中、生涯にわた
り心豊かで生き生きと生活するためには、年
齢や性別にかかわらず様々な学びを深めるこ
とが重要であります。このことから、中央公
民館をはじめとする生涯学習の関係施設にお
きましては、引き続き、学びの場として各種
講座や催し物を実施してまいります。
　５０周年を迎えた寿大学につきましては、
６０歳以上の方々の学びの場として歴史を育
んでまいりました。秋川校・五日市校それぞ

れが企画する全２０回の講座や行事には、よ
り多くの方々にご参加いただけるよう、更な
る内容の充実を図ってまいります。
　また、本市には、古くから様々な文化財が
存在しており、各地域には、お囃子、獅子舞、
棒使い、歌舞伎など様々な伝統芸能や江戸時
代以前から伝わる軍道紙などの文化財が継承
されております。これらを広く情報発信して
いくとともに、その活用と保存にも取り組ん
でまいります。

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和６年（2024年）３月15日 （2）
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
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を
習
慣
付

け
る
よ
う
呼
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け
ま
す
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と
り
が
交
通
安
全
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高
め
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防
止
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努
め
ま
し
ょ
う
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典
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野
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「
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の
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を
Ｅ
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す
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と
に
伴
い
、

試
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施
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こ
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、
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▽
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月
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載
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バ
ス
車
内
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（
車
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ー
・
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等
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か
ら
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後
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時
ま
で（
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天
実
施
）

▽
受
付

市
役
所
本
庁
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１
階
コ

ミ
ュ
ニ
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ィ
ホ
ー
ル

▽
対
象

市
内
在
住
者

▽
定
員
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人
（
先
着
）

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
の
同
伴
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
費
用

無
料

▽
参
加
方
法

当
日
の
午
後
２
時
40

分
か
ら
受
付
で
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

▽
問
合
せ

地
域
防
災
課
地
域
振
興

係
（
直
通
５
５
８
・
１
３
９
４
）

車
外
（
特
殊
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
貼

り
付
け
）

▽
対
象

市
内
の
事
業
者
で
広
告
の

掲
示
を
希
望
さ
れ
る
方

▽
費
用

●
車
内
…
１
箇
所
１
か
月
３
千
円

（
税
別

広
告
作
成
費
を
含
ま
な

い
）

●
車
外
…
１
箇
所
１
か
年
20
万
円

（
税
別

広
告
作
成
費
を
含
む
）

▽
そ
の
他

募
集
は
随
時
行
い
ま

す
。
広
告
の
内
容
に
よ
り
掲
載
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

掲
示
す
る
広
告

（
車
外
広
告
は
原
稿
）
を
１
部
と

地
域
防
災
課
で
配
布
し
て
い
る
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

地
域
防
災
課

地
域
振
興
係
（
☎
５
５
８
・
１
３

９
４
）

2面のつづき

青少年の健全育成

　さらに、地域と交流を図
りながら芸術文化の振興や
普及を目指している「アー

ティスト・イン・レジデンス事業」につきま
しては、引き続き、国内外から若手版画家を
招へいし、創作活動を支援するとともに、多
くの方々に作品をご覧いただけるよう取り組
んでまいります。また、そこで活動する芸術
家が、小・中学校の学習の場で講師となって
交流を図ることで、子どもたちの芸術に対す
る感性や学習意欲を育んでまいります。
　スポーツの振興につきましては、「第２次あ
る野市スポーツ推進計画」に基づき、「みんな

でつくろう スポーツ都市あきる野」の実現に
向け、誰もが身近でかつ気軽にスポーツに親
しみ、楽しむことができる環境づくりに引き
続き取り組んでまいります。
　また、「部活動の地域移行」につきましては、
これまで中学校の教員が担ってきた部活動の
指導を、地域のスポーツ協会や文化団体連盟
等の団体・指導者と連携を図り、土曜日の活
動を中心に実施可能な部活動から段階的に進
めてまいります。
　市民の学びと交流の場であり、情報拠点と
しての役割を担っております図書館につきま
しては、乳幼児から高齢者まで多くの市民に

　最後に青少年の健全育成であります。
　めまぐるしく変化する社会情勢において「社
会を生き抜く力」が求められている中、青少
年の健全育成は、社会全体の責務であります。
引き続き、青少年健全育成地区委員会をはじ
め、各種団体や関係機関の活動を支援してま
いります。また、子どもたちが、安心して過
ごせる放課後の居場所づくりとして実施して

いる放課後子ども教室は、設置の最後となり
ました前田小学校への開設に向け、準備を進
めてまいります。

　以上、令和６年度の教育行政における主要
な施策について述べさせていただきました。
　人口減少や少子高齢化、地球温暖化など、
現代社会を取り巻く様々な諸問題を踏まえ、

本計画の各施策に取り組むとともに、本市の
教育目標である「人が育ち　人が輝く　あき
る野の教育」の実現に向け、市長部局と連携
して、真摯に取り組んでまいりたいと考えて
おります。議員各位並びに市民の皆様のご理
解とご協力を切にお願い申し上げまして、令
和６年度の教育方針といたします。

利用されております。図書館の基本理念であ
ります「いつでも・どこでも・だれもが学び、
情報が活用できる図書館」の実現を目指し、
様々な事業を展開してまいります。また、市
民との協働事業として、各ボランティアの活
動の場と機会を提供し、図書館での活動が一
層充実したものになるよう連携を図るととも
に、急速に進むデジタル化に対応し、市民の
利便性の向上を図るため、誰もが利用できる

「Wi-Fi 環境の整備」の検討や、自宅などで図
書館の資料が利用できる「電子図書館」につ
いても検討を進めてまいります。

１
面
の
つ
づ
き

▽
キ
ラ
ラ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ン
サ
ー

ト
開
催

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
気
軽

に
音
楽
を
楽
し
め
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

●
期
日

①
３
月
21
日
㈭

②
４
月
２
日
㈫

●
時
間
…
午
後
０
時
10
分（
30
分
間
）

●
場
所
…
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

●
出
演

①
三
浦
え
み
な
さ
ん
（
ホ
ル
ン
）、

塚
越
美
紅
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

②
在
原
亮
師
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）、

石
田
公
代
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

●
曲
目

①
ロ
マ
ン
ス

作
品
36
、
花
は
咲

く
、
ふ
る
さ
と

他

②
白
鳥
、
海
の
見
え
る
街
、
星
に
願

い
を

●
費
用
…
無
料

●
そ
の
他
…
来
場
者
多
数
の
場
合

は
、
入
場
制
限
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
問
合
せ
…
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

（
☎
５
５
９
・
７
５
０
０
）

▽
あ
き
る
野
市
吹
奏
楽
団
（
キ
ラ
ラ

バ
ン
ド
）
団
員
募
集
（
随
時
）

あ
き
る
野
市
吹
奏
楽
団
は
、
キ
ラ

ラ
ホ
ー
ル
が
開
館
し
た
翌
年
の
平
成

２
年
に
発
足
し
、
平
成
25
年
に
市
の

指
定
を
受
け
、
市
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

な
吹
奏
楽
団
と
な
り
ま
し
た
。
活
動

は
、
年
１
回
の
定
期
演
奏
会
や
市
主

催
事
業
へ
の
参
加
、
市
内
で
の
イ
ベ

ン
ト
演
奏
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
…
あ
き
る
野
市
吹
奏
楽
団

（
✉k

iraraban
d
@

g
m

ail.com

）

▽
キ
ラ
ラ
合
唱
団

団
員
募
集

キ
ラ
ラ
合
唱
団
は
、
幅
広
い
年
代

が
交
流
で
き
る
育
成
事
業
と
し
て
、

平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
た
公
募
合
唱

団
で
す
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
時
…
月
３
回
程
度
（
全
28

回
程
度
）
金
曜
日

午
後
２
時
～

４
時
15
分
。

※
初
回
は
４
月
12
日
㈮

●
募
集
内
容
…
令
和
７
年
１
月
19
日

㈰
の
「
キ
ラ
ラ
合
唱
団

第
10
回

演
奏
会
」
に
参
加
で
き
、
練
習
に

７
割
程
度
参
加
で
き
る
高
校
生
以

上
の
方

●
そ
の
他
…
参
加
費
や
応
募
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
広
報
あ
き
る
野
３

月
１
日
号
の
７
面
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
締
切
り
…
３
月
22
日
㈮
ま
で

●
問
合
せ
…
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

（
☎
５
５
９
・
７
５
０
０
）

▽
担
当
課

生
涯
学
習
推
進
課

生
涯
学
習
係

あきる野市吹奏楽団（キララバンド）

キララ合唱団

Facebook
（あきる野市
吹奏楽団）

（3） 令和６年（2024年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

「
る
の
バ
ス
」へ

車
内
・
車
外
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

令和６年春の全国交通安全運動
４月６日㈯～15日㈪

～世界一の交通安全都市
 ＴＯＫＹＯを目指して～

るのバスを
ＥＶ（でんきバス）化します

試乗会の実施

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
情
報



納
税
な
ど
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
日
時

５
月
11
日
㈯

午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
雨
天
実
施
）

▽
場
所

都
立
秋
留
台
公
園

▽
応
募
資
格  
市
内
在
住
の
個
人
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
販
売
を
生
業

と
し
て
い
な
い
方
（
中
学
生
以
下

の
方
が
出
店
す
る
場
合
は
、
保
護

者
同
伴
）

▽
出
品
物

リ
サ
イ
ク
ル
品
と
手
作

り
品
（
営
業
用
の
商
品
、
食
料
品
、

動
植
物
、
成
人
向
け
雑
誌
、
そ
の

他
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
な

ど
の
販
売
は
禁
止
）

▽
募
集
区
画
数
（
予
定
）

60
区
画
（
抽
選
）

▽
出
店
料

千
円

※
今
回
か
ら
出
店
料
の
受
付
は
振
込

の
み
と
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

●
電
子
申
請
の
場
合
…
３
月
28
日
㈭

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
は
が
き
の
場
合
…
３
月
28
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
「
あ
き
る
野
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
４
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
（
連
絡
の
と
れ
る
番
号
）
、
販

売
品
の
種
類
を
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
（
返
信
用
表
面
に

も
必
ず
返
信
先
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
）
。

※
申
込
み
は
、
１
世
帯
（
１
グ
ル
ー

プ
）
１
回
か
１
通
に
限
り
ま
す
。

※
他
人
名
義
で
の
応
募
は
、
で
き
ま

せ
ん
。

※
電
話
や
窓
口
で
は
、
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

▽
そ
の
他

●
出
店
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
４
月

５
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き
か
メ
ー

ル
（
電
子
申
請
の
方
）
で
送
付
し

ま
す
。

●
出
店
料
に
つ
い
て
は
、
４
月
15
日

㈪
ま
で
に
振
込
を
完
了
し
て
く
だ

さ
い
。
16
日
時
点
で
入
金
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル

扱
い
と
し
ま
す
。
入
金
後
に
キ
ャ

ン
セ
ル
と
な
る
場
合
、
出
店
料
の

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
４
月
22
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
ま
で

に
、
出
店
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

●
小
間
の
付
近
（
園
内
）
ま
で
、
車

の
進
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
公
園
駐

車
場
か
ら
出
店
場
所
ま
で
荷
物
を

運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

生
活
環
境
課

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係
（
〒
１
９

７

－

０
８
１
４

二
宮
３
５
０
）

４
月
は
、
就
職
や
退
職
に
伴
う
異

動
手
続
き
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民

年
金
や
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ま
た
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
退
職
（
失
業
）
特
例
に
よ
る

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物

退
職
日
が
確
認
で
き
る

書
類
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
）
、
年
金
手
帳
か
基
礎
年
金
番

号
通
知
書

※
別
世
帯
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合

は
、
委
任
状

※
保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
方
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
公
務
員

の
方
は
退
職
辞
令
（
い
ず
れ
も
コ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
や
そ
の
他

の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
方
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
う
ち
、
令
和
５
年
度

（
令
和
４
年
分
）
の
所
得
が
低
下
し

た
こ
と
で
、
新
た
に
支
給
対
象
と
な

る
方
に
は
、
昨
年
９
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
、
請
求
手
続
の
案
内
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
」
を
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
、
翌
年
度
以
降
の

手
続
は
原
則
不
要
で
す
。

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば

年
度
途
中
で
も請求

で
き
ま
す

「
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
」

は
、
同
じ
世
帯
に
市
・
都
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
が
い
る
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
の
死
亡
・

住
所
変
更
・
世
帯
分
離
な
ど
で
世
帯

全
員
が
非
課
税
に
な
り
、
支
給
要
件

を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

請
求
手
続
を
す
る
と
、
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
年
金
証
書
と
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を
準
備

の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件
（
老
齢
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
）

●
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る

●
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万

円
以
下

●
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
・
都
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
・

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
要
件
は
異
な
り
ま
す
。

▽
支
給
開
始

請
求
手
続
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら

「
年
金
手
帳
」
を

紛
失
さ
れ
た
方
に
は

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
を

発
行
し
ま
す

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
「
年
金
手

帳
」
は
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
「
年
金
手

帳
」
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
「
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
」
の
交
付
申
請
が

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、「
年

金
証
書
」
が
「
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
」
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
「
年
金
手
帳
」
は
、
引
き
続
き
、

「
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
す
る
書

類
」
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
）

▽
申
請
・
問
合
せ

保
険
年
金
課

年
金
係
、
青
梅
年
金
事
務
所（
☎

０
４
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
土
地
、
家
屋
、
事
業
用
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

課
税
の
内
容
に
つ
い
て
他
の
固
定

資
産
と
比
較
で
き
る
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
課
税
の
内

容
を
確
認
で
き
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
は
、
５
月
に
発
送
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日

㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
曜･

日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

▽
場
所

課
税
課

▽
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
所
在
す

る
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
と
家
族
な
ど
代
理
権
が
あ

る
方

▽
閲
覧
で
き
る
方

納
税
義
務
者
、

代
理
人
、
借
地
人
、
借
家
人
、
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
が
あ

る
一
定
の
方

▽
必
要
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
代
理
人
は
委
任

状
）
が
必
要
で
す
。

※
借
地
借
家
人
の
方
は
、
本
人
確
認

の
た
め
に
契
約
書
か
そ
の
写
し
、

地
代
や
家
賃
の
領
収
書
な
ど

▽
問
合
せ

課
税
課
土
地
資
産
税

係
・
家
屋
資
産
税
係

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
20
歳
未
満

の
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
が
対
象
）
と
児
童

扶
養
手
当
（
児
童
を
養
育
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
か
父
な
ど
が
対

象
）
の
手
当
額
が
２
０
２
３
年
の
物

価
変
動
率（
＋
３
・
２
㌫
）に
基
づ
き
、

令
和
６
年
４
月
分
か
ら
表
２
、
表
３

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ

子
ど
も
政
策
課
子
ど
も

政
策
係

電子申請

表２　特別児童扶養手当額（月額）

区　　　　　分 ３月分まで ４月分から

特別児童扶養手当１級 ５３，７００円 ５５，３５０円

特別児童扶養手当２級 ３５，７６０円 ３６，８６０円

表３　児童扶養手当額（月額）

区　分 ３月分まで ４月分から

全部支給 ４４，１４０円 ４５，５００円

一部支給 ４４，１３０円～１０,４１０円 ４５，４９０円～１０,７４０円

第２子加算
全部支給 １０，４２０円 １０，７５０円

一部支給 １０,４１０円～５,２１０円 １０,７４０円～５,３８０円

第３子以降

加算

全部支給 ６，２５０円 ６，４５０円

一部支給 ６,２４０円～３,１３０円 ６,４４０円～３,２３０円

表１
国民健康保険の届出が必要な場合 手続きに必要なもの

・職場の健康保険に加入したとき

・被扶養者になったとき

・国民健康保険証・職場の健康保険証

・マイナンバーが分かるもの

・職場の健康保険をやめたとき

・被扶養者から外れたとき

・職場の健康保険資格喪失証明書

・マイナンバーが分かるもの

・本人確認ができる書類

　（運転免許証など )

・他の市町村に転出するとき

・市内転居するとき

・国民健康保険証

・マイナンバーが分かるもの

・本人確認ができる書類

　（運転免許証など )

ピ
ー
可
）

▽
申
請
・
問
合
せ

●
保
険
年
金
課
年
金
係

●
五
日
市
出
張
所
市
民
総
合
窓
口
係

（
申
請
の
み
）

●
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４
２

８
・
30
・
３
４
１
０
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
や

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。
変
更
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。
別
世

帯
の
方
が
届
出
を
す
る
際
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

▽
内
容

表
１
の
と
お
り

▽
郵
送
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

や
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
等
の
届
出
は
、
郵
送
で
も
手

続
き
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
国
民
健
康
保
険
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
・
問
合
せ

●
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

●
五
日
市
出
張
所
市
民
総
合
窓
口
係

（
届
出
の
み
）
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エ
コ
ラ
イ
ブ
あ
き
る
野
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

令
和
６
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

特
別
児
童
扶
養
手
当
額
と

児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定



犬
、
猫
に
関
す
る
意
見
・
苦
情
が

市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

犬
、
猫
の
フ
ン
・
尿
の

放
置
は
不
衛
生
で
す

犬
の
散
歩
の
際
は
、
フ
ン
・
尿
を

放
置
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、
フ
ン
は
必

ず
持
ち
帰
り
、
尿
に
は
水
を
十
分
に

か
け
て
流
す
な
ど
の
配
慮
を
し
て
く

だ
さ
い
。
猫
は
、
放
し
飼
い
に
せ
ず

屋
内
の
ト
イ
レ
を
覚
え
さ
せ
ま
し
ょ

う
。ノ

ー
リ
ー
ド
で
の

犬
の
散
歩
は
危
険
で
す

リ
ー
ド
を
つ
け
ず
に
散
歩
す
る
こ

と
は
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
も
リ
ー
ド
は
し
っ
か
り
つ

け
、
確
実
に
制
御
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
伸
び
る
リ
ー
ド
を
使
用

し
て
い
る
方
も
事
故
防
止
の
た
め
、

不
必
要
に
リ
ー
ド
を
伸
ば
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

猫
の
放
し
飼
い

猫
は
、
室
内
飼
い
が
基
本
で
す
。

屋
外
で
は
交
通
事
故
や
、
感
染
症
な

ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
放

し
飼
い
に
す
る
と
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
に
フ
ン
・
尿
で
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
、
車
や
バ
イ
ク
に
ひ
っ

か
き
傷
を
つ
け
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
室
内
に
上

下
運
動
の
で
き
る
場
所
や
専
用
の
ト

イ
レ
を
設
置
し
、
不
妊
去
勢
手
術
な

ど
を
行
い
、
愛
情
を
も
っ
て
終
生
飼

い
続
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
捕
獲
・
駆

除
し
て
欲
し
い
と
い
う
相
談
も
あ
り

ま
す
が
、
猫
は
愛
護
動
物
で
あ
り
、

市
で
は
捕
獲
・
駆
除
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

餌
や
り
、
世
話

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
餌
を
与
え

る
だ
け
で
は
、
子
猫
が
次
々
に
生
ま

れ
不
幸
な
猫
が
増
え
る
だ
け
で
す
。

無
責
任
な
餌
や
り
は
、
生
活
環
境
被

害
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
も
発
展
し
ま

す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
世
話
を

す
る
場
合
に
は
、
地
域
や
周
り
の
住

民
の
方
々
の
理
解
を
得
る
、
置
き
餌

は
せ
ず
、
フ
ン
・
尿
の
始
末
を
し
て

衛
生
に
配
慮
す
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

と
な
ら
な
い
よ
う
な
世
話
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

犬
、
猫
を
捨
て
る
こ
と
は

犯
罪
で
す

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
、
新
し
い

命
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
犬
、

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
行
為
で

す
。
捨
て
ら
れ
た
犬
、
猫
は
、
多
大

な
苦
痛
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
衰
弱
、

感
染
症
、
交
通
事
故
に
あ
う
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
が
悲
惨
な
末
路
を
た
ど
り

ま
す
。
遺
棄
す
る
と
「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
科
せ
ら

れ
ま
す
。
飼
い
主
の
身
勝
手
で
命
を

奪
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
能
登
半
島
地
震

を
は
じ
め
地
震
の
脅
威
は
続
い
て
い

ま
す
。
被
災
後
に
出
た
ご
み
が
避
難

所
近
く
に
積
み
上
げ
ら
れ
腐
敗
等
に

よ
り
生
活
環
境
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
も
の
を
溜

め
込
ま
な
い
で
お
く
こ
と
は
、
減
災

に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
使
わ

な
い
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
し

て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
復
旧
で
は
ご
み
処
理
が
早
く

進
む
こ
と
が
生
活
再
建
の
足
が
か
り

に
な
り
ま
す
。
災
害
時
に
出
る
廃
棄

物
は
、
仮
置
き
場
に
品
目
ご
と
に
一

時
保
管
し
、
被
災
し
て
い
な
い
地
域

に
運
ん
で
処
理
す
る
た
め
、
分
別
し

な
け
れ
ば
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

環
境
省
が
、
被
災
地
の
ご
み
処
理

の
様
子
を
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
に
し
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
ご
み
と
減
災
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

生
活
環
境
課

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

風
の
強
い
日
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
ポ
リ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

な
ど
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、
ご
み
が

入
っ
て
い
る
袋
が
飛
ば
さ
れ
、
中
の

ご
み
が
飛
散
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
が
、
近
く
の
水

路
等
に
入
っ
た
り
放
置
さ
れ
る
と
河

川
に
流
出
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
河
川

ご
み
・
海
洋
ご
み
の
一
因
と
な
り
ま

す
。
海
洋
ご
み
の
約
８
割
は
「
陸
」

由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
流
出

し
た
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
対
策
を
行

う
こ
と
で
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
ご
み
・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
の
ポ

イ
捨
て
は
し
な
い

●
自
宅
や
農
地
等
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
ポ
リ
袋
等
が
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
う
対
策
を
す
る

●
ご
み
の
排
出
で
使
用
し
て
い
る
箱

や
袋
・
ネ
ッ
ト
な
ど
は
、
ご
み
収

集
後
早
め
に
片
付
け
る

●
ご
み
拾
い
を
す
る

な
ど

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

市
で
は
、
道

路
や
河
川
等
の
公
共
の
場
所
の
清

掃
で
使
え
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
配
布
場
所

原

則
、
開
庁
時
間
、
営
業
時
間
に
限

り
ま
す
。

▽
問
合
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境

係
、
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

飼
い
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
犬
の

所
有
者
は
区
市
町
村
に
犬
の
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は
、
日
本
、
イ

ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
一
部
の
地
域
を
除

い
て
、
全
世
界
に
分
布
し
、
今
で
も

世
界
で
毎
年
３
万
人
以
上
の
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
発
症
す
れ
ば
、

ほ
ぼ
１
０
０
㌫
死
亡
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
日
本
で
狂
犬
病

が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
な
対
応
を

と
る
た
め
に
も
、
行
政
が
、
日
頃
か

ら
飼
い
犬
が
ど
こ
に
何
頭
い
る
の
か

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。
登
録
は
、
犬
を
飼
う
人
の
義

務
で
す
の
で
、
必
ず
飼
い
犬
の
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

年
１
回
の
飼
い
犬
へ
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
し
て
、
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
注
射
済
票
を
首

輪
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
の

危
険
性
の
低
い
犬
で
あ
る
こ
と
が
、

外
見
的
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
周

囲
の
方
へ
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

▽
問
合
せ

健
康
課
予
防
推
進

係

ボランティア袋配布場所

本庁舎３階　生活環境課 五日市出張所１階　市民総合窓口

五日市ファインプラザ いきいきセンター

中央公民館 東部図書館エル

西秋川衛生組合 あきる野ルピア３階　総合受付

※本庁舎は、土曜開庁日と水曜日夜間開庁では市民課で、日曜日、祝

日の午前８時３０分から午後５時１５分までは宿直室で配布します。

※各施設、年末年始の配布はしていません。

環境省
災害廃棄物

フォトチャンネル

　年度末の時期になり、データ整理や振り返りを行う機会が多い頃だと思います。１年を振り返ってみると、異

常な高温が続き、今季は暖冬です。その影響か、見かける生き物の種類や時期の変化が目立つ１年でした。

　もちろんこの自然の変化は昨年に始まったわけではなく、数年前から目立つようになったと思います。それは

幅広く見てみれば、生き物の増減で感じられます。たとえば、近年増加している生き物の中で思い浮かぶのは、

ツキノワグマ、ニホンジカやカモシカの大型哺乳類、サンショウクイやコサメビタキなどの鳥類が挙げられます。

昆虫類なら、ツマグロヒョウモンやクマゼミなどの南方系の種類が徐々に目立ってきました。また、様々な被害

を及ぼす、キクイムシ、マダニやカメムシの仲間などが年々増加しているのはかなり気になります。これらの原

因は、温暖化が関係しているのでしょうか。

　一方で、ヤマセミやブッポウソウという鳥類は長年定着していません。猛
もう

禽
きん

類
るい

のサシバも最後に市内で繁殖し

たのはコロナ禍前だったためか、少し古い話に感じます。また、カモ類の越冬個体数は、今季のピークで過去最

少になっています。このような減少が見られる生き物に関しては、温暖化以外に、生息環境の変化や消失の影響

の方が大きいかと思います。考えられる原因は他にも様々あり、場合によっては不透明です。

　この変化の波の中で、これまで見たことがなかった南方系と言われている昆虫類もいます。それは、トゲナナ

フシというナナフシの仲間で、嬉しいことに２年前市内で初めて確認したシラキトビナナフシに続き、昨年初め

て確認しました。このトゲナナフシは、１０月と１１月に市内の２

地区で１個体ずつ発見しました。都内ではレアな種類で、今まで見

たことがなかったのに、昨年は２回も会えたのは偶然でしょうか。

　実は、トゲナナフシはメスだけで世代交代（繁殖）ができる生き

物として知られており、オス個体は全国で数個体しか見つかってい

ないようです。恐らくほとんどはメスだけで成り立っている生き物

なのでしょう。気象が変わってきている影響か、増加している可能

性も考えられます。

　今後、去るものと来るもので変化が更にスピードアップするので

しょうか。と、増減する生き物たちについては、今年は更にヒント

が得られそうです。 （パブロ）

「とげとげちゃんとの初対面」

森林レンジャーがゆく （133）

トゲナナフシ

（5） 令和６年（2024年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

犬
、猫
の
飼
い
主
の
方
へ

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

ご
み
と
減
災
〜
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜

河
川
に
流
出
す
る
ご
み
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う



３
月
の
休
館
日

▽
中
央
図
書
館

毎
週
金
曜
日
と
19

日
㈫

▽
東
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書

館
、
中
央
図
書
館
増
戸
分
室

毎

週
月
曜
日
と
20
日
㈬

中
央
図
書
館

（
☎
５
５
８
・
１
１
０
８
）

▽
お
は
な
し
会

●
日
時
…
３
月
17
日
㈰

午
前
11
時

～
11
時
30
分

●
対
象
…
幼
児
～
小
学
生

▽
わ
ら
べ
う
た
の
じ
か
ん

●
日
時
…
３
月
24
日
㈰
・
26
日
㈫

午
前
11
時
～
11
時
20
分

●
対
象
…
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

東
部
図
書
館
エ
ル

（
☎
５
５
０
・
５
９
５
９
）

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日
時
…
３
月
21
日
㈭

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
（
絵

本
と
お
は
な
し
の
会
）

●
日
時
…
３
月
24
日
㈰

午
前
11
時

～
11
時
30
分

●
対
象
…
幼
児
～
小
学
生

五
日
市
図
書
館

（
☎
５
９
５
・
０
２
３
６
）

▽
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

絵
本
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

●
日
時
…
３
月
27
日
㈬

午
後
２
時

30
分
～
３
時

●
対
象
…
小
学
校
低
学
年
～
中
学
年

●
定
員
…
20
人
（
申
込
み
順
）

●
申
込
み
方
法
…
電
話
か
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市
レ
ジ
デ

ン
ス
事
業
で
寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
様
々
な
技
法
で
制

作
さ
れ
た
寄
贈
作
品
と
版
画
技
法
の

解
説
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間

３
月
20
日
㈬
～
31
日
㈰

▽
場
所

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

▽
費
用

無
料

▽
問
合
せ

生
涯
学
習
推
進
課
生
涯

学
習
係

（
直
通
５
５
８
・
２
４

３
８
）

こ
の
制
度
で
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
た
方
が
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
行
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
１
時
間

に
つ
き
１
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
ま

す
（
１
日
２
ス
タ
ン
プ
ま
で
）。
翌

年
度
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
た
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
当
た
り

１
０
０
円
の
交
付
金
に
換
金
で
き
ま

す
（
各
年
度
の
換
金
限
度
額
は
５
千

円
）。

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
要
介
護
認
定
や
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

※
活
動
に
当
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
活
動
方
法

希
望
す
る
日
時
、
場

所
、
活
動
内
容
で
、
あ
き
る
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
調
整
し
ま

す
。

▽
受
入
機
関

市
内
介
護
老
人
福
祉

施
設
14
施
設
と
通
所
介
護
施
設
８

施
設
な
ど

▽
申
込
み

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
５
９
５
・
９
０
３
３
）

▽
問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係

認
知
症
予
防
に
必
要
な
脳
ト
レ
や

体
操
を
楽
し
く
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ

う
。頭
と
体
を
同
時
に
使
う
こ
と
で
、

「
脳
」
は
元
気
に
シ
ャ
キ
ッ
と
し
ま

す
。

▽
日
時

４
月
23
日
か
ら
７
月
９
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

午
後
２
時

～
４
時
（
全
12
回
）

▽
場
所

五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

第
１
・
第
２
研
修
室

▽
内
容

脳
ト
レ
、
体
操
、
健
康
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

体
力
測
定

▽
講
師

健
康
運
動
指
導
士
な
ど

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
▽
定
員

15
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
な
ど

タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
筆
記
用
具
、
室
内
履
き
、
動

き
や
す
い
服
装

▽
費
用

無
料

▽
申
込
み
方
法

３
月
18
日
㈪
か
ら

29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

高
齢
者
支

援
課
高
齢
者
支
援
係
（
直
通
５
５

８
・
１
９
５
３
）

▽
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
平
日
）

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
▽
担
当
課

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係

開
戸
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

萩
野
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

▽
健
康
麻
雀

認
知
症
予
防
に
な
り

ま
す
。

●
場
所
・
日
時

＊
開
戸
セ
ン
タ
ー
…
初
級
・
中
級
以

上

毎
週
木
曜
日

＊
五
日
市
セ
ン
タ
ー
…
中
級
・
上

級
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

＊
萩
野
セ
ン
タ
ー
…
初
級
・
中
級
以

上

毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午

▽
定
員

各
セ
ン
タ
ー

10
人
（
申

込
み
順
）

▽
費
用　
　

１
回
５
０
０
円

開
戸
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

▽
着
物
リ
メ
イ
ク（
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
）

着
物
や
羽
織
で
お
し
ゃ
れ
な
ハ
ー

フ
コ
ー
ト
を
手
縫
い
で
作
り
ま

す
。

●
日
時
…
４
月
10
日
・
17
日
、
５
月

８
日
・
15
日
㈬
（
全
４
回
）

午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

●
講
師
…
松
本
直
美
さ
ん

●
定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

●
持
ち
物
…
裁
縫
道
具
、
着
物

●
費
用
…
初
回
一
括
２
千
円

五
日
市
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

▽
ス
マ
ホ
教
室(

入
門
編)

基
本

的
な
ス
マ
ホ
の
使
い
方
、
注
意
事

項
な
ど
を
教
え
ま
す
。

●
日
時
…
４
月
９
日
㈫

午
後
２
時

～
３
時
30
分

●
講
師
…
あ
き
る
台
病
院
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア

●
定
員
…
５
人
（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

萩
野
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

▽
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

滑
舌
体

操
や
パ
タ
カ
ラ
体
操
を
し
て
俳
句

や
川
柳
を
歌
い
ま
す
。

●
日
時
…
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
祝
日
を

除
く
）

●
講
師
…
古
城
久
美
生
さ
ん

●
定
員
…
５
人
（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
１
回
８
０
０
円

▽
市
民
解
説
員
が
案
内
す
る
「
春
の

市
内
探
訪
」
参
加
者
募
集

市
内

の
自
然
や
文
化
財
等
を
結
ん
だ

コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
巡
り
、
特

徴
的
な
場
所
等
で
の
解
説
を
交

え
、
季
節
を
感
じ
つ
つ
楽
し
み
ま

す
。
春
に
実
施
す
る
市
内
探
訪
①

コ
ー
ス
の
参
加
概
要
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
「
明
治
の
『
模
範
村
戸

倉
』
の
歴
史
と
秋
川
水
力
発
電
の

遺
構
を
巡
る
」

▽
日
時

４
月
14
日
㈰

午
前
８
時

50
分
～
午
後
１
時
（
雨
天
の
場
合

は
19
㈮
）

▽
集
合
場
所
・
時
間

Ｊ
Ｒ
五
日
市

線
五
日
市
駅
前

午
前
８
時
50
分

▽
コ
ー
ス

武
蔵
五
日
市
駅
―
坂
下

バ
ス
停
―
秋
川
水
力
発
電
所
「
導

水
路
」
見
学
―
三
島
神
社
（
武
多

摩
神
社
）
―
光
厳
寺
（
疋
田
浩
四

郞
墓
所
）
―
戸
倉
し
ろ
や
ま
テ
ラ

ス
―
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市
―

戸
倉
浄
水
所
―
山
渓
―
沢
戸
橋
バ

ス
停
―
武
蔵
五
日
市
駅
（
午
後
１

時
ご
ろ
解
散
）
徒
歩
行
程
約
４
キ

ロ
㍍

▽
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
定
員

15
人
（
申
込
み
先
着
順
）

▽
持
ち
物
等

路
線
バ
ス
代
、
飲
み

物
、
雨
具
、
筆
記
用
具
、
歩
き
や

す
い
服
装
・
靴

※
「
春
の
市
内
探
訪
」
は
４
コ
ー
ス

実
施
し
ま
す
。
②
コ
ー
ス
は
４
月

１
日
号
、
③
④
コ
ー
ス
は
４
月
15

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

電
話
か
直
接
中
央

公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和６年（2024年）３月15日 （6）

（以下は広告枠です）

図
書
館
だ
よ
り

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市
企
画
展

「
版
画
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

生
き
が
い

や
り
が
い

支
え
あ
い

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

認
知
症
予
防
教
室

「
頭
シ
ャ
キ
ッ
と
教
室
」

参
加
者
募
集

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

中
央
公
民
館
だ
よ
り

申
込
み
・
問
合
せ（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）



あ
な
た
の
大
切
な
人
、
地
域
を
守
る
た
め
に

消
防
団
員
募
集
中

市
で
は
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
内
で
の
映
画
や
テ
レ
ビ
の

撮
影
を
誘
致
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が

食
べ
る
ロ
ケ
弁
当
に
つ
い
て
、
撮
影

現
場
ま
で
の
配
達
や
数
十
食
以
上
の

注
文
な
ど
に
対
応
可
能
な
販
売
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
条
件

●
市
内
の
販
売
店
で
あ
る
こ
と

●
１
回
30
～
１
０
０
個
程
度
の
ロ
ケ

「
事
業
承
継
」
個
別
相
談
会

Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
と
東
京
都
多
摩
地

域
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
て
、
事
業
承
継
の

専
門
家
に
よ
る
助
言
や
情
報
提
供
、

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

４
月
５
日
㈮

①
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分

②
午
後
３

時
～
４
時

▽
対
象

中
小
・
小
規
模
企
業
の
経

営
者
か
後
継
者
候
補

▽
持
ち
物

直
近
３
期
分
の
決
算
書

と
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
、
会

社
概
要
が
分
か
る
も
の
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ

ピ
ー
等
）

▽
申
込
み
方
法

３
月
29
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
窓

口
に
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽
場
所

Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
（
あ
き
る

野
ル
ピ
ア
２
階
）

▽
費
用

無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ

あ
き
る
野
創

業
・
就
労
・
事
業
承
継
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
［
☎

５
１
８
・
７
７
７
８
、

５
１

８
・
７
７
７
９
、
✉bista.ak

iru
n
o@

g
m

ail.com
午
前
10
時
～

午
後
７
時
（
日
曜
日
、
祝
日
、
第

２
水
曜
日
を
除
く
）
］

▽
担
当
課

商
工
振
興
課
商
工
振
興

係

市
で
は
、
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
な

ど
の
ロ
ケ
を
誘
致
す
る
た
め
、
ロ
ケ
地

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
お
店
、

工
場
、
空
き
家
、
病
院
な
ど
の
物
件
や
、

畑
や
田
ん
ぼ
、
住
宅
な
ど
、
自
身
が
所

有
し
て
い
る
場
所
が
応
募
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
ロ
ケ
地
は
、

映
像
制
作
者
に
向
け
て
情
報
発
信
し

ま
す
（
承
諾
後
、
ロ
ケ
地
紹
介
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
）。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
あ
き

る
野
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
ロ
ケ
地
募
集
に

あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
」を
確
認
し
、

あきる野市創業・就労・事業
承継支援ステーション
Ｂ
ビ ス タ

ｉ＠Ｓｔａ情報

ドラマ・ＣＭ撮影などに使用できる
ロケ地を募集しています

凡
例
…
日
日
時(

時
間
は
24
時
間
表

示)

／
場
場
所
／
活
活
動
内
容
／

月
月
会
費
／
費
費
用
／
問
問
合
せ

会

員

募

集

作
っ
て
吹
こ
う
日
本
の
横
笛

日
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

10

時
／
場
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
／
活
篠
笛
を
塩
ビ
管
で
作
り
、

好
き
な
曲
を
吹
き
ま
す
。
／
月
１

０
０
円
／
問
木
村
（
☎
５
９
８
・
１

１
３
１
）

講

演

会

な

ど

ハ
ー
モ
ニ
カ
あ
き
る
野

お
さ
ら
い
会

日
４
月
11
日
㈭

14
時
30
分
開

演
／
場
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
／
活
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

発
表
会
で
す
。
／
費
無
料
／
問
ハ
ー

モ
ニ
カ
あ
き
る
野

市
川
（
☎
５
５

９
・
３
２
４
４
）

掲
載
希
望
問
合
せ

市
長
公
室

（
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９
）

詳しくは、各団体へ
お問い合わせください。

市民の　
　ひろば

凡
例
…
内
内
容
／
日
日
時
（
時
間
は
24

時
間
表
示
）
／
場
場
所
／
対
対
象
／

定
定
員
／
持
持
ち
物
な
ど
／
費
費
用

／
他
そ
の
他
／
問
申
込
み
・
問
合
せ

令
和
６
年
度

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
講
習
会

内
初
歩
か
ら
指
導
し
ま
す
。
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
地
域
の
人
と
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
／
日
４
月
６
日
・

13
日
㈯

９
時
～
12
時
／
場
秋
川

駅
前
南
口
運
動
広
場
／
対
小
学
校

５
年
生
以
上
／
持
動
き
や
す
い
服

装
／
費
無
料
／
他
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
／
問
あ
き
る
野

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

芦
沢
（
☎

５
５
８
・
１
２
６
５
）、
山
下
（
☎

５
９
６
・
３
６
４
５
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

官
公
庁
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

「広報あきる野」はスマートフォンなどでもご覧いただけます。

電子版（PDF 版） アプリ版

市ホームページ
電子書籍

ポータルサイト
「TAMA ebooks」

行政情報アプリ
「マチイロ」

「
ロ
ケ
地
登
録
用
紙
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
画
像
デ
ー
タ
が
あ
る
場

合
は
、
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
✉akiru

n
o.film

.com
m

@
g
m

ail.com

）

弁
当
の
販
売
が
可
能
で
あ
る
こ
と

●
撮
影
現
場
ま
で
ロ
ケ
弁
当
の
配
達

が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
撮
影
現
場
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

登
録
を
希
望
す
る

販
売
店
は
「
お
弁
当
店
登
録
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
店
舗
と

お
弁
当
の
写
真
を
添
付
し
、
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
お
弁
当
店
登
録
用
紙
」
は
、
あ

き
る
野
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他

●
登
録
し
た
販
売
店
は
、
あ
き
る
野

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
ロ
ケ
弁
当
の
注
文
は
、
撮
影
ス

タ
ッ
フ
が
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
✉akiru

n
o.film

.com
m

@
g
m

ail.com

）

フィルム
コミッション
ホームページ

フィルム
コミッション
ホームページ

（7） 令和６年（2024年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

ロ
ケ
弁
当
販
売
店
を

募
集
し
て
い
ま
す

　ネットショッピングでの商品購入後、販売業者から「決済アプリを使って

返金する」と言われ、誘導されるがまま手続きを行うと、「返金」してもらう

はずがいつの間にか「送金」してしまっていた、という新手の詐欺に関する

相談が全国の消費生活相談窓口に寄せられています。「○○ペイで返金します」

と言われたら詐欺を疑い、相手の指示に従ってスマートフォン等を操作する

ことはせず、消費生活相談窓口に相談してください。

▽詐欺の手口
①ネットショッピングをしたが商品が届かない。

②メールや電話でショップから返金の連絡がある「商品が準備できないので

返金します。」

③ＬＩＮＥでやり取り「○○ペイで返金します。送った○○ペイのリンクを

タップしてください」

④リンクをタップすると○○ペイの画面が開き、言われるままに操作する。

⑤返金してもらうはずが送金してしまった。

○あきる野市消費生活相談窓口
　契約に関するトラブルや悪質商法など、消費生活に関して困ったときは、

一人で悩まず、気軽に相談してください。

●開設日時　毎週月曜・木曜日（祝日、年末・年始を除く）

　午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）

※予約不要

●場所…市役所１階市民相談室

※月曜・木曜日以外でお急ぎのときは、東京都消費生活総合センターに相談

してください。

○東京都消費生活総合センター
●開設日時…毎週月曜～土曜日（祝日、年末・年始を除く）午前９時～午後５時

●問合せ…消費生活相談（☎０３－３２３５－１１５５）

○消費者トラブル対策本「くらしの豆知識」を無料で配布（なくなり次第終了）
　希望の方は、消費生活相談窓口までお越しください。

問合せ　商工振興課商工振興係

くらしの知恵袋
～消費生活相談情報～「○○ペイで返金します」に注意！



▽
幼
児
食
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

幼
児
食
の
進
め
方
や
作
り
方
を
説

明
し
ま
す
。

●
期
日
…
４
月
23
日
㈫

●
対
象
…
お
お
む
ね
１
歳
頃
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者

▽
離
乳
食
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス

離
乳
食
づ
く
り
の
方
法
や
進
め
方

を
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
説
明
し

ま
す
。

●
期
日
…
４
月
25
日
㈭

●
対
象
…
お
お
む
ね
４
か
月
か
ら
６

か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

▽
時
間

各
コ
ー
ス
２
回
ず
つ
開
催

（
各
回
と
も
に
同
じ
内
容
）
。

●
１
回
目
…
午
前
10
時
～
10
時
40
分

●
２
回
目

午
前
10
時
50
分
～
11
時

30
分

▽
定
員

各
回
４
人
（
申
込
み
順
）

▽
場
所

あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
日
時

４
月
４
日
㈭

午
前
９
時

45
分
～
10
時
45
分

※
15
分
間
隔
で
５
回
に
分
け
て
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
場
所

五
日
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

親
子
10
組
（
申
込
み
順
）

▽
そ
の
他

電
話
で
の
育
児
相
談
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

子
ど
も
家
庭

歯
科
医
師
に
よ
る
口
の
中
の
健
康

診
断
で
す
。

▽
期
日
・
受
付
時
間

●
４
月
11
日
㈭
…
午
前
９
時
～
10
時

●
４
月
22
日
㈪

…
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

※
15
分
間
隔
で
５
回
に
分
け
て
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
場
所

あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
対
象

４
歳
未
満
の
子
ど
も

▽
定
員

各
日
20
人
（
申
込
み
順
）

▽
申
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係
（
☎

５
５
０
・
３
３
４
０
）

４月の市民相談（予約制・無料）

　随時、電話と窓口で予約を受け付けています。

定員を超えている場合、次回以降の相談日の予約

となります。

※同一種類の相談を相談終了時まで複数回予約す

ることはできません。

※各相談の指定相談日は、変更する場合がありま

す。

○市役所
●相続・遺言など暮らしの手続相談（毎月第１金

曜日）…５日㈮

●税務相談（毎月第２月曜日）…８日㈪

●法律相談（毎月第２・第４火曜日）…９日㈫・

23日㈫

●交通事故相談（毎月第２水曜日）…10日㈬

●登記相談（毎月第３金曜日）…19日㈮

●人権身の上相談（毎月第４金曜日）…26日㈮

○五日市出張所
●法律相談（毎月第１木曜日）…４日㈭

●行政相談（毎月第４水曜日）…24日㈬

○時間　午後１時30分～４時30分

○その他の相談（随時）　相談先が不明な場合な

どは、市職員が担当窓口のご案内や専門の相談

員を紹介する等解決に向けたお手伝いをしま

す。

○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係

（直通５５８－１２１６）

予約制の相談

五日市線沿線オススメ桜スポット

　　３月中旬から市内各所で桜が見頃を迎えます。五日市線の各駅から散歩しなが

ら楽しめる桜の名所をご紹介します。

○平井川沿い　　　（多西橋～平高橋）東秋留駅から徒歩15分

○都立秋留台公園　（二宮６７３－１）秋川駅から徒歩15分

○出雲神社　　　　（渕上３１０）武蔵引田駅から徒歩15分

○大悲願寺　　　　（横沢１３４）武蔵増戸駅から徒歩20分

○小庄の桜　　　　（秋川沿い）武蔵五日市駅から徒歩15分

おすすめグルメ情報が満載「ＪＲ五日市線沿線グルメマップ」

　明星大学の学生が制作したグルメマップは、五日市線沿線の

フレッシュなグルメ情報が満載です。この機会に、お花見とグ

ルメを併せてお楽しみください。普段何気なく利用している五

日市線の新たな魅力を発見できるかもしれません。

※各マップに掲載している内容は、発行時点での情報です。営

業時間など最新の情報は、直接店舗にお問い合わせください。

観光情報　東京のふるさとあきる野
問合せ　観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係（☎５９５－１１３５）

▽
そ
の
他

保
育
室
あ
り
（
対
象
乳

児
の
み
・
教
室
予
約
時
に
要
申

請
）

▽
申
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係
（
☎

５
５
０
・
３
３
４
０
）

支
援
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係
（
☎

５
５
０
・
３
３
４
０
）

フ ト ュ スォ ニ ー

　東京都の区市町村を対象に、令和５年度東京都広報コン

クールが実施され、１枚写真部門で、令和５年４月１日発

行の表紙写真が、最優秀に続く１席に入選しました。現在、

当市で実施している移住定住者推進事業を紹介するための

表紙として、子育て中の市民の皆さんと、市内にある古民

家をお借りして撮影しました。

▽問合せ　市長公室シティプロモーション担当

「広報あきる野」東京都広報コンクール
１枚写真部門で入選

令和５年度
東京都広報コンクール
１枚写真部門結果

小庄の桜平井川沿い

市ホームページ

※写真の古民家は、個人のお宅ですので

見学などはご遠慮ください。

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和６年（2024年）３月15日 （8）

（以下は広告枠です）

に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室

（
予
約
制
）

４
月
の
乳
幼
児
の
育
児
相
談
と

身
体
測
定（
予
約
制
）

４
月
の
乳
幼
児
歯
科
健
診

（
予
約
制
）


